
主　　催：長崎県 /長崎市 /長崎駅周辺連続立体交差事業促進協議会 /長崎新幹線・ 鉄道利用促進協議会

お問合せ：長崎県企画振興部まちづくり推進室（TEL：095-894-3181 / FAX：095-894-3487）

　 　  　　 長崎市都市計画部長崎駅周辺整備室（TEL：095-829-1173 / FAX：095-829-1168）

第２回 長崎駅周辺のまちづくりシンポジウム

+あたらしい駅前広場の使い方を考えるワークショップ
　長崎駅の周辺は、今後、新幹線が乗り入れ、新しい駅舎や駅前広場が作られるなど、全く
新しいまちに生まれ変わります。
　この新しいまちの顔となる駅舎や駅前広場の検討を、現在進めています。
　そこで、このシンポジウムでは、設計者や専門家とのコミュニケーションを通じて、皆様の
ご意見やアイデアをお聞きし、これからの計画作りに活かしていきたいと考えています。
　ぜひお越しください。

にぎわいと長崎らしい風景のあるまちへ

日時：2014 年 11 月 16 日（日）13:00 ～ 16:00 （開場 12:30）
会場：長崎県美術館２階ホール（長崎市出島町 2-1）
定員：シンポジウム 100 名 / ワークショップ 30 名（入場無料/詳細は裏面にて）  

プログラム

参加方法

13:00 ～ 13:05　開会挨拶
13:05 ～ 13:40　第 1部　まちづくりの取組報告
　　　　　　　 １）事業概要説明
　　　　　　　 　　吉田　安秀（長崎市 都市計画部理事）
　　　　　　　 ２）長崎駅周辺エリア デザイン指針の検討状況について
　　　　　　　 　　尾﨑　信 氏（東京大学大学院社会基盤学専攻助教）
　　　　　　　 ３）長崎駅舎・駅前広場等デザイン基本計画の検討状況について
　　　　　　　 　　吉谷　崇 氏（株式会社設計領域 代表取締役）
13:55 ～ 14:35　第 2部　ディスカッション（コーディネーター : 高尾忠志 氏）
　　　　　　　 　　皆さまから頂いた、新しい駅へのご質問・ご意見にお答えします。
14:45 ～ 16:00　第 3部　ワークショップ（コーディネーター : 高尾忠志 氏）
　　　　　　　　　テーマ「新しい駅前広場の使い方」
　　　　　　　　　新しくなる長崎駅を、より居心地が良く、使いやすい場所にするために、
　　　　　　　　　一緒に議論を交わしませんか。

事前申込をされていない方も参加可能ですので、ご希望の方は、当日、会場までお越し下さい。

また、事前申込をされていない方で、ワークショップへ参加されたい方は、受付でその旨お伝え下さ

い（定員を超えた際にはお断りする場合がありますのでご了承ください）

登壇者ご紹介

尾﨑 信　Osaki Shin
東京大学大学院社会基盤学専攻助教。専門は都市・地域計画、景観計画など。東京大学大学院
修了後、都市計画コンサルタントを経て、現職。主なプロジェクトは、大槌町復興計画策定支
援（岩手県大槌町）、竹田城下町再生まちづくり（大分県竹田市）、平泉中学校におけるデザイ
ン・ワークショップ（岩手県平泉町）など。現在、長崎駅周辺エリアデザイン調整会議委員を
務める。

吉谷 崇　Yoshitani Takashi
株式会社設計領域代表。技術士（建設部門）。専門は土木、都市デザイン。東京大学大学院修
了後、（有）小野寺康都市設計事務所勤務を経て、2009 年新堀大祐とともに株式会社設計領域
設立。渋谷区景観アドバイザー、エンジニア・アーキテクト協会会員。主なプロジェクトに
修善寺駅周辺まちづくり（静岡県伊豆市）、明智駅前広場・交流施設（岐阜県恵那市）、丹生川
ダム広場（岐阜県高山市）など。現在、長崎駅舎・駅前広場等デザイン基本計画作成に携わる。

高尾 忠志　Takao Tadashi
九州大学持続可能な社会のための決断科学センター准教授。博士（工学）。専門は景観、土木
デザイン。東京大学大学院修了後、都市計画コンサルタントを経て、2004 年に九州大学に着
任し、官民協働による地域づくりをテーマに「五島市久賀島景観まちづくり計画」「五島列島
デザイン会議アクションプログラム」「松浦市福島地域景観まちづくり計画」等の策定に携わ
る。2013 年に長崎市景観専門監に就任し、長崎駅周辺整備事業、出島表門橋架橋事業等、市
内の公共空間整備のデザイン指導を行っている。


